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目的とする。さらに research question は、この分析枠組を形成する要因（dimension）として
“History, Culture, Governance, Natural Resources and Industries, Defense-Security,” という
五つの類型があり、そのなかではSecurityが重要ではないかという問題を提起する。具体的
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際の状況として提示される。本論文では、このような関係を Center-Periphery Relations と提
示し、このような Center-Periphery Relations の実例として、Denmark-Greenland, the
U.S-Guan 関係をあげる。そしてその周辺地域が国内において特別な地位を有する状況を
解明する分析枠組の提示が本論文の目的である提示し、さらに research questions として、
この関係性は 5つの要因からなるのではないか、その中でも securityが最も重要なのではな
いかという問題を提起する。また、実証分析に関する sub question として、二つの事例の比
較検討が提起されている。
第 1章 先行文献を検討後、本論文の research design、二つの事例を選択したことの説明、
および分析枠組が試論的に提示される。 先行文献においては、国際関係における center-
periphery についての主たる文献に触れたのち、Anthony Lake の議論を主たる論拠とし、
国内における階層性 (hierarchy)が持つ問題性を議論する。さらに事例として、
Denmark-Greenland, the U.S-Guan 関係 を検討することの論拠は、地理的に二つの地域
が異なりつつも、周辺島嶼部として中央政府から特別な地位を与えられている共通性であ
ると述べられる。さらに、この二つの事例を分析する上での conceptual analytical framework
として ”history, culture, governance, natural resources and industries, security” という 5 つの
要因があり得ることを示唆し、その概念型を示す。
第 2章では、第 1章で示された分析枠組について概念的検討を試みる。この論文の分析概
念である center, periphery, peripheral relationship, power といった概念について自らの定義
を試み、なぜ center-periphery relations を検討する分析枠組が必要なのか、なぜその分析
枠組は包括的な概念ではなく、いくつかの要因を検討することが必要なのか論述する。さら
に、この分析枠組を構成する前述の 5 つの要因について個別に説明し検討する。
第 3 章では、Denmark-Greenland における Center-Periphery relations を分析する。
Denmark-Greenland 関係の特性を、History, Culture, Governance, Natural Resources and
Industries, Securityという要因から検証し、Denmark政府、およびGreenland 自体がどのよう
な意識を有しているのか（Intent and Purpose） をそれぞれ叙述し、この章の総括では、
3Denmark と Greenland は友好的関係を有しており、Greenland にとっては資源管理が
Center に対する有効な要因となっているが、他方、Denmark にとっては security について
の関心が高いとしている。
第４章では the U.S.-Guam 関係における Center-Periphery Relations を分析する。
U.S.-Guam 関係の特性を、History, Culture, Governance, Natural Resources and Industries,
Security という類型から検証する。さらに US Government、および Guam 自体がどのような
意識を有しているのを叙述する。また、この章では、著者自身がグアムでおこなったインタビ




security の 要 因 が 最 も 際 立 っ て い る と 論 じ る 。 ま た the U.S.-Guam 関係 と
Denmark-Greenland 関係を比較するならば、Greenlandは歳入源を占める natural resources
の点で、Center に対するパワーを相対的に行使し得ると論じている。
３． 口述試験での質疑応答












論じているが、その 3 名が Big Three であることに学界は同意しているとは思われない。
Anthony Lake の先行研究が自己の研究の指針として重要とはいえ、Lake についての言
及は長すぎるものであり、自らが重要と思う点だけをまとめて論じるべきである。















ある。本論文は、この現象に着目し、Denmark-Greenland および the U.S-Guam の
関係性を探求するものである。この特定の島嶼部とそのそれぞれの中央政府との関係
が問題性をはらむことに着目した点は評価できる。
２．本論文の問題提起として、そのような特別な地位を制度的（ex. The Organic Act）
に与えられた島嶼部が、いかなる要因（dimension）を有することで、中央政府に対
してパワーを行使することができるのかという問題提起をおこなう。さらに、その要








４． Denmark-Greenland 関係と the U.S-Guam 関係を比較検討し、この二つの関
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